
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2022年10月25日（火）

●会 場：アイオス五反田

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

研究員 依藤 佳世

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします

（出席者：10人 回答者数：10人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

アンケート集計

SRC研修コース

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081

【事務局より】今回のセミナーは、5組織10名の方にご参加いただきました。 13日の入門セミ
ナーに引き続き、2年半ぶりの対面開催となりました。レクチャーでも多くの質問をいただいたり、
グループワークでも活発に議論いただき、やはりお互いの顔を直接見ながらお話しすることでコ

ミュニケーションが活性化することを感じました。今回のセミナーで得られた気づきを、ぜひ組
織でも共有いただければと思います。※11月のWEB版「調査活用セミナー」も好評につき満席
となりました。そのため12月に追加開催を計画中です。決まり次第、ご案内させていただきます。

感想コメント（気づき・ご意見）

•具体的なアクションに結びつけるための活動のポイントを改めて実感

した。実際にONION2を来春に実施予定なので、その際はアクション部

分の設定に力を入れていきたい。

• 自分自身が組合員のお客様という認識がなかったことが問題だったと

気づいた。少しでも意識を変えつつ、活動することを積極的になって

もらえるような組合員を増やせるように頑張りたいと思いました。

• 組合をお客様ではなく、一緒に活動する仲間にするための工夫を調査

により見出すことができることが分かった。

• 調査の結果が大事であることが分かり、質問について見直しを行おう

と思いました。

• 会社が実施しているアンケートについて労使で打ち合わせする際に気

を付けて検証したい。

•他労組での悩みが聞けた点が印象深かった。調査結果を多面的に分析

する点に留意したい。

•設問設計から実際のアクション実例まで分かり易く、本年から執行部

入りしているという事もあり、大変参考になりました。

•グループワークで能動的に考える体験ができたことが良かったです。

• ワークはもう少し時間がほしかった。

• 実際の自組合を使ってのワークショップがあると良い。

その他にも多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

セミナーの様子

申し込みフォームはこちら↓
https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728184YtSRGGFT


